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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。
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人生の秋から冬への備え

庭野日鑛
立正佼成会会長



会長法話
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立正佼成会のどういうところに魅力を感じますか？

立正佼成会には、いつごろ、どのような経緯で入会さ
れたのですか？

ローマセンターとは、その後どのようにつながりを持っ
たのですか？

イタリア・ローマ法座（南アフリカ在住）　アンドリュー・クリスティー

南アフリカの人々の幸せのために仏さまの教えを伝えていきたい

Interview
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Interview

立正佼成会の教えでとくに大切にしていることはあり
ますか？

2024年に立正佼成会本部を訪問された目的を教えて
ください。

クリスティーさんは南アフリカにおけるご法の一粒種
だと思います。最後に今後の修行目標、さらに将来に
向けての夢を聞かせてください。
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Interview
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まんが立正佼成会入門
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立正佼成会の施設

青
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地
ち

道場

青年部員の研修施設として 1966 年（昭和 41

年）、東京都青梅市に完成した青梅練成道場。緑に

囲まれた広大な土地には二つの研修棟、陸上競技

場、野球場などがあります。現在は、あらゆる会

員に研修の場所として利用されています。

生誕地道場は、開祖さまの生誕地・新潟県十日

町市菅沼に 1978 年（昭和 53 年）に建てられた、

生誕地参拝の拠点です。近くには、復元された開

祖さまのご生家があります。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
ご生家は、2006 年（平成 18 年）に「開
祖生誕 100 年」の記念事業として復元さ
れた。菅沼に行く時にはおとずれて、当時
の開祖さまの生活をしのんでみよう。



まんが 立正佼成会入門
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国内外に広がる教会道場
すべての人がいつでも、どこでも、身近なところ

で法華経の教えが学べるようにと、全国に教会道場

や地域道場が置かれています。

また、アメリカ、ブラジル、イギリス、台湾、タイ、

スリランカ、インド、ネパール、バングラデシュ、

韓国などにも教会道場や拠点が置かれています。

教会道場は式典、研修会、練成会などを行なう

だけでなく、悩みや困っていることを解決する場所

でもあります。布薩の日や休日には参拝に出かけま

しょう。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識

ご供養の時に読み上げる前唱に「道場観」
がある。ここには家庭、学校など生活の場
すべてが修行の場だと説かれている。でも、
それを実践することはとてもむずかしい。
だから、教会道場が必要なのだ。
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身近な一人を救う



10

そのためにも、やはり身近な一人ひとりを、悩み苦しみからお救いすること

が第一となります。人びとを「貧
ひん

・病
びょう

・争
そう

」から救ったのは草創期のことだと

考える人もいるでしょうが、現在でも新しい形の「貧・病・争」が数多く生ま

れています。

ですから、法華経を繰り返し読
どくじゅ

誦し、解説書を読み返し、その真実を身につ

けることによって、時々刻々に変化する世の中の情勢を見極めることのできる

智慧をいただかなければなりません。そうでなくては、接する一人ひとりの悩

み苦しみも理解できず、したがってそれに適応する「方便」も湧いてはこない

のです。

最後にお話ししておきたいのは、みなさんが説かれる仏法が、その場におい

てすぐに歴然とした結果を生じなくても、それは相手の心の奥に貴重な種をま

いたものと心得てほしい、ということです。まかれた種は、いつか、何かの機

会に必ず芽を吹くのです。それを信じて、臆
おく

することなく、倦
う

むことなく、菩

薩行に挺
てい

身
しん

されることを切
せつ

に願ってやみません。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.83-84
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皆さん、こんにちは。日本では昔から「暑さ寒さも彼岸まで」と言われ
る通り、いまだ残暑の厳しい毎日ですが、ときおり頬をなでる涼しい風に、
確かな季節の移ろいを感じるこの頃です。皆さん、お変わりなくお過ごし
でしょうか。
会長先生は今月のご法話で、人生を四季にたとえながら、やはり人の一

生を４つの時期に分け、心豊かに生きることを説く古代インドの「四住期」
という考え方をご紹介くださいました。私がこの人生哲学を知ったのは、
五木寛之氏の著書『林住期』を読んだ 40 代の頃にさかのぼります。人生
を学生期、家住期、林住期、遊行期の４つのステージに分け、それぞれの
規範に即した生き方を説く教えを、現代社会で言葉通りに実践するのは肉
体的にも経済的にも難しいと感じつつも、「精神的四住期」ならば可能かも
しれないと考えたことを思い出します。もし現実にそのように生きられた
なら、自由自在の境地を楽しめることでしょう。
会長先生は林住期にあたる人生の秋について、「それまで煩わしいと感じ

ていたことから少しずつ解放されて、心に充ちるものや期することを胸に、
晴れやかな気持ちで冬へと向かう時期」と教えてくださっています。春夏
秋冬のそれぞれに得難い実りがあるように、不足の心から信心を見失わぬ
よう、「今は過去からの果報であり、今が未来を創る」という真理を胸に、
今月も謙虚と感謝の心で精進を重ねてまいりたいと思います。

四住期に学ぶ、心豊かな生き方

8 月 2日、「東アジア幹部教育」の本部集合研修に参加した韓国、モンゴルのリーダー
と。今年は台南教会も参加して 3回にわたりオンラインで研修が実施され、4回目
は本部で集合研修が行なわれた。



「一食を捧げる運動」の日本語ウェブサイト。精神、概要、
支援している団体からの情報、現地の声、ボランティア活
動の様子など、さまざまな情報を掲載しております。

「一食を捧げる運動」とは

圭代 ウイカースキーさん
ニューヨーク教会フロリダ地区

なぜ一食実践が私にとって大切なのか

メアリー・トレーシー・シグマンさん
ニューヨーク教会フォートマイヤーズグループ
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ケビン・ロシェイ教会長
サンアントニオ教会
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グレアム・カッティングさん、アキバ・ユナさん
ロンドンセンター
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We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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